
▽
神
津
島
の
歴
史
の
中
の

黒
曜
石 

神
津
島
の
先
史
時
代
を
考

え
る
時
、
黒
曜
石
の
原
産
地

で
あ
る
こ
と
を
抜
き
に
は
考

え
ら
れ
な
い
。 

先
土
器
の
時
代
（
二
万
一

千
年
か
ら
一
万
三
千
年
前
）

に
、
東
京
都
練
馬
区
の
「
比

丘
尼
橋
遺
跡
、
調
布
市
野
川

遺
跡
、
ま
た
小
金
井
市
の
西

之
台
遺
跡
、
瑞
穂
町
の
狭
山

遺
跡
、
神
奈
川
県
相
模
原
市

の
橋
本
遺
跡
、
大
和
市
の
月

見
野
遺
跡
、
静
岡
県
三
島
市

の
庚
申
松
遺
跡
、
初
音
ヶ
原

遺
跡
、
沼
津
市
の
休
場
遺
跡

に
神
津
島
産
黒
曜
石
が
運
ば

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
縄
文
時
代
早
期
の
九

千
年
前
か
ら
縄
文
晩
期
の
四

千
年
前
に
は
、
伊
豆
半
島
中

心
に
千
葉
県
成
田
市
の
空
港

や
佐
倉
市
の
遺
跡
か
ら
神
津

島
産
と
さ
れ
る
黒
曜
石
が
出

土
し
て
い
る
。 

東
日
本
の
黒
曜
石
の
原
産

地
は
、
信
州
産
、
箱
根
産
と

神
津
島
産
が
知
ら
れ
て
い
る

が
、
箱
根
、
伊
豆
産
の
も
の

は
良
質
の
も
の
が
少
な
い
と

言
う
。 

神
津
島
産
の
黒
曜
石
に
つ

い
て
は
、
砂
糠
崎
、
恩
馳
島
、

長
浜
の
三
ヶ
所
が
知
ら
れ
て

い
る
が
、
砂
糠
崎
は
海
上
に

そ
の
露
頭
が
数
メ
ー
ト
ル
の

黒
い
幅
を
見
せ
て
い
る
。
ま

た
恩
馳
島
の
露
頭
は
海
面
下

で
干
潮
の
時
に
は
そ
の
一
部

を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
長

浜
の
黒
曜
石
は
砂
糠
崎
と
恩

馳
島
と
の
中
間
の
石
質
で
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
特
に

恩
馳
島
の
黒
曜
石
は
質
も
良

く
研
磨
し
た
面
は
、
美
し
い

光
沢
を
見
せ
て
い
る
。
ま
た

恩
馳
島
周
辺
の
海
底
に
は
黒

曜
石
の
礫
や
剥
落
し
た
塊
が

一
面
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い

る
。 

明
治
十
四
年
、
坪
井
正
五
郎

博
士
は
、
大
島
タ
ツ
の
口
先

土
器
時
代
の
遺
跡
か
ら
神
津

島
産
の
黒
曜
石
が
出
土
し
た

の
で
、
既
に
石
器
の
時
代
に

大
島
と
神
津
島
の
間
に
交
易

が
あ
っ
た
と
発
表
さ
れ
た
。

ま
た
従
来
北
方
か
ら
の
文
化

移
入
と
し
て
い
た
北
部
伊
豆

諸
島
と
、
南
方
系
の
文
化
圏

内
と
さ
れ
て
い
た
八
丈
島
の

湯
の
浜
、
倉
輪
の
遺
跡
か
ら

神
津
島
産
の
黒
曜
石
が
出
土

し
た
の
で
、
伊
豆
諸
島
の
文

化
圏
が
一
体
化
し
て
い
る
こ

と
が
証
明
で
き
た
。 

昭
和
五
十
三
年
三
月
五
日

付
け
の
読
売
新
聞
で
、
立
教

大
学
の
鈴
木
正
夫
教
授
は
神

津
島
産
の
黒
曜
石
の
年
代
測

定
研
究
結
果
を
発
表
、
黒
曜

石
の
表
面
の
光
沢
が
年
経
る

こ
と
で
色
が
褪
せ
る
度
合
い

で
、
使
用
さ
れ
た
年
代
を
知

る
「
フ
ィ
シ
ョ
ン
、
ト
ラ
ッ

ク
法
」
を
確
立
し
、「
黒
曜
石

は
石
器
時
代
の
日
常
に
欠
か

せ
な
い
利
器
で
あ
っ
た
」
と

し
、
神
奈
川
県
大
和
市
の
月

見
野
遺
跡
出
土
の
黒
曜
石
は
、

凡
そ
一
万
八
千
年
前
に
神
津

島
か
ら
は
こ
ば
れ
た
も
の
、

ま
た
調
布
市
飛
行
場
脇
の
野

川
遺
跡
出
土
の
黒
曜
石
は
二

万
一
千
年
前
に
、
相
模
原
市

橋
本
遺
跡
出
土
の
も
の
は
、

二
万
二
千
年
前
の
も
の
と
分

析
さ
れ
て
い
る
。 

で
は
ど
う
し
て
神
津
島
に

良
質
の
黒
曜
石
が
在
る
こ
と

が
知
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
こ
と
は
推
測
以
外
手
段

は
な
い
が
、
多
く
は
漂
流
に

よ
る
発
見
で
あ
ろ
う
と
言
う

意
見
が
多
い
が
、
別
の
見
方

も
あ
る
。
そ
れ
は
地
球
の
氷

河
期
に
相
当
の
海
面
の
低
下



が
あ
り
、
神
津
島
か
ら
南
西

の
銭
洲
礁
か
ら
恩
馳
島
、
神

津
島
、
式
根
島
そ
れ
に
新
島

を
含
む
一
大
島
嶼
の
姿
を
伊

豆
半
島
か
ら
眺
め
た
時
、

人
々
は
島
に
行
っ
て
み
た
い

と
い
う
冒
険
心
を
駆
ら
れ
た

に
違
い
な
い
。
然
し
伊
豆
半

島
と
島
の
間
は
依
然
と
し
て

海
峡
は
存
在
す
る
が
現
在
よ

り
は
距
離
が
短
か
か
っ
た
で

あ
ろ
う
。
伊
豆
半
島
か
ら
眺

め
て
い
た
彼
ら
は
決
死
の
覚

悟
で
「
舟
」
に
乗
り
渡
島
を

決
行
し
た
と
考
え
ら
れ
な
い

で
し
ょ
う
か
。 

 
 
 

 

伊
豆
半
島
を
舟
様
の
も
の

で
出
発
し
た
冒
険
者
た
ち
は
、

海
峡
を
流
れ
る
黒
潮
に
乗
っ

て
新
島
辺
り
に
到
着
し
、
島

の
中
を
巡
り
住
居
や
食
料
の

調
達
を
行
っ
た
時
、
偶
然
神

津
島
の
恩
馳
島
で
黒
曜
石
を

発
見
し
た
。 

黒
曜
石
の
搬
出
経
路
は
次

の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
は
採
掘
、
海
上
運
搬
、

加
工
、
流
通
を
そ
れ
ぞ
れ
が

分
担
し
た
と
し
て
い
る
。
お

そ
ら
く
伊
豆
か
ら
複
数
の

人
々
が
黒
曜
石
の
搬
出
に
参

加
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

そ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
に
、

伊
豆
河
津
町
の
段
間
遺
跡
の

黒
曜
石
の
フ
レ
ー
ク
と
黒
曜

石
の
塊
数
十
キ
ロ
の
出
土
が

挙
げ
ら
れ
る
。
お
そ
ら
く
神

津
島
で
採
掘
し
そ
れ
を
舟
様

の
も
の
で
海
上
を
運
搬
し
、

河
津
町
の
段
間
で
、
ナ
イ
フ
、

ヤ
ジ
リ
等
に
加
工
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。 

今
か
ら
二
万
年
前
の
石
器
の

時
代
か
ら
、
縄
文
晩
期
の
四

千
年
ま
で
の
間
、
文
明
の
利

器
と
し
て
神
津
島
の 

黒
曜
石
が
各
地
に
広
が
っ

た
事
は
事
実
で
あ
ろ
う
。 

 

      

神
津
島
の
史
跡
め
ぐ
り
と

神
々
に
ま
つ
わ
る
話
よ
り 

著 

者 

梅
田
勝
海 

                 


